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部開発が徐 々に進 められてきた。全学部の入試 を、志願段階から合格発表に至るまで電子
計算機を用いて処理するシステムを、当時のSEと 教員が一体 とな り作 りあげてきた。そ
の後、情報機器の発達 と共に組織 も大きくな り、計算センターは情報科学センターへ名称
を改め、事務組織 も改編 されてきた。情報環境は日々大きく変化しているのみならず、大









った。パソコン機器の発達と共に、汎用計算機が一般的でなくなってきた。 さらにネ ッ ト
ワークが発達 したため、イ ンターネ ットや電子 メールが一般 化 してきた。明治大学では、
職員に一人一台ずつパ ソコンの配布が行われ るようになってきた。その結果、入試の電算
処理の捉え方も、特殊な業務か ら身近なものとい うように変化 して来てお り、各学部が主
体で、分散 して処理を行 う事も検討 され始めた。
第二に受験生の減少とい う社会的な状況がある。魅力ある大学作 りとい う議論はさてお
いて、受験生の減少を どのような方法で食い止められ るか、さらに どうすれば受験生が増
やせるかが、大きな課題である。対策として少数科 目での評価、高校の内申書での評価、
小論文等の自己表現での評価などとい う形で各学部が対応 し始めた。すなわち入試方式 の
多様化である。その他に入試 日程をず らした り、奨学金制度を充実させる等の努力がなさ
れてきた。
第三として、今回この問題を取 り上げる直接のきっかけとなった、事務機構の改革が挙
げ られる。1998年5月、情報科学センター とい う教員 ・職員の存在する組織か ら、情報シ
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ステム事務部 とい う職員だ けの組織が編成 さた。 情報 システム事務 部の下にシステ ム管理
課、教育研究システム課、事務 システ ム課、生 田システ ム課、和泉 システム課の5課 が設
置 され、学内の情報関連の様 々な業務に対応す ることになった。業務 の1つ として、入試
が情報 システム事務部にはっき りと位 置づけ られた。 その結果、情報 システ ム事務 部 と し
てプロジェク ト・グループ(以 下PG)を 結成 し、組織 として対応す る方針 が明確 に され
た。PGの 業務 として は、入試 システ ムの開発 ・維 持 ・管理、電算処理体制の検討 、担 当
部所間の調整な どが挙 げ られる。 この中で入試 システ ムの開発 ・維持 ・管理は特に重 要な
業務である。
今までのシステム作 りは、内部のSEに より開発 ・処理 ・維持・管理 を行い、正確 性 と機密
性 を追求 してきた。 その結果 として、即時性 と汎用性 に富んだシステ ム作 りが可能に なっ
た。 しか し入試が多様化 しているのに対 し、処 理 日程 が逆に短 くなって きてお り、正確 で
機密性の高い システ ム構 築を推進 して行 く事が、難 しくなって きている。本報告 では この
よ うなことを念頭 に置い て、まず 現状 システムの概要 を述べ る。次にシステ ム運用上 の評
価及び問題 点について明 らかにす る。
2.入試電算処理の変遷





昭和58年(1983年)商学部、政経学部、経営学部が参加 し全学部 内部処理 となる。
平成5年(1993年)マーク リーダー購入。解答 用紙 にマー クシー ト導入
平成9年(1997年)理工学 部、農学 部が大学入試セ ンター試験 を利 用 した入試方式を開始。
短期大学が2科 目型 の入試 を開始。
平成10年(1998年)一部商学部、一部政経学部が評定平均値を利 用 した入試 を開始。 二部
商学部が2科 目型 の入試方式を開始。
二部商学部が一部商 学部 と同 日に試 験を実施。
以上の ように明治大学の入試 は多様化 してきてお り、それ に伴 って電算処理 も複雑 な対




の3つ に分け られ る。





















電算処理上は、一般入試 ・センター入試 ・特別入試の志願者デー タは標準化 してお り、
志願処理、判定処理お よび合格発表 は、ほぼ同一の手順で行ってい る。 合格発表後、手続
者のデータは学費システムを経て、学籍 システムへ と連動す る。また入試統計情報は学内、
学外へ広報 されて行 く。







3.1.1志 願 処 理
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受験生か ら送 られてきた受験票は、入試事務室で学部毎に受験番号を付 ける。点検の後、
データ入力のため、ほぼ一 日おきに取 りま とめ、外部業者に入力 を委託す る。磁気テープ
で納入 された志願者デー タを、システム担当者 が汎用機 にコピー し、データチェック、エ
ラー修正を行 う。志願者デー タは毎回累積 され、志願者マスター として以降の処理 に利用
され る。
志願処理期間中、入試事務室では出向職員、派遣社員による増員が行われてお り、志願
票 と印刷 されたデータの読み合わせが行われる。特に内申書や生年月 日等のデータは、判
定処理や発表処理に関わって くるため、志願デー タの正確性は非常に大切になっている。
入試方式の多様化 により、試験 日程が前後に広がる傾向にある。 そのため志願処理 と採
点・判定処理 ・合格発表の処理 目が重複す る傾向にある。担当部署である電算処理部門の負
荷が大きくなってきてお り、処理の信頼性 を保つために、外部委託処理も検討 されている。
3.1.2採 点 処 理
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採点処理 は、学部の教職員が携わるデータ入力処理 と、電算処理部門で行 う採点処理の
2っの手順に分け られ る。
データ入力処理は、採点 された解答用紙をOMRに 読み込ませる作業であ り、学部教職
員 が行 う。読み 取ったデータはフロッピーディス クにコピーす る。各学部が 、この処理を
行 うために、OMR支 援システムを用意 してい る。OMR支 援 システムと しては、操作メ
ニ ュー表示プ ログラム、入力デー タの確認 チェ ックプログラムの開発 を行ってきた。 これ
らは、OMR入 力時のエ ラー を防 ぐためのシステ ムである。入カプログラム作成マニュア
ル、入力時操作マニュアル も作成 し、学部に対 して講習会の開催 も行っている。
採点処理は、コピー したデータに正解や点数 などの条件を与えて、解答データを得点に
変換す る処理であ り、汎用機 で行 ってい る。1998年 度以前は、学部 と電算処理部門 と
の間の条件データの受 け渡 しは指定用紙 で行っていた。 しか し、記入方法が難解で、記入
や確認に時間が掛かっていた。 この問題 を解決 し、更に各学部が独 自で採点処理を行 える
ことを目標 として、採点処理支援システムの開発 に着手 した。
このシステムは、正解や点数などの条件 をパ ソコン画面か ら入力 し確認する第一段階 と、
条件に基づいて採 点を行 う第二段階に分 け、1999年 度は第一段階を実施 した。これに
よ り、正解 配点の ミスが学部側で事前にチェックされ、よ り正確性 を増 したと言える。2
000年 度は第二段階を実施す る予定で ある。
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採点処理で作成 された得点デー タを志願者マ スタに書 きこむ。その後、順位付けを行い、
ランク表や 得点一覧表な どの、合格者 を決 めるための判定資料 を作成す る。判定処理 は電
算処理部門が行 い、出力結果 を学部に渡す。学部 は内容 を確認 し、合格判定の資料 とす る。
この部分の処理 は入試 システムの 中で最 も重要 な部分で あ り、長時間 を掛 けて標準化 しな
が ら現在 に至 っている。















ホ ー ム ベ ー ジ
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学部か ら合格決定条件 を受 け取 り、電算処理 部門が行 う。志願者 マスタに合格マー クを
書 き込む。以後志願者マ ス タを用 いて,合 格発表資料、電話合格発表用 フロッピー ディス
ク、ホームページ用CD-ROMを 作成す る。以下に個々の処理 について簡単に説明す る。
電話による合格発表 は1997年 度入試 よ り開始 した。合格者情 報の書き込 まれたフロ
ッピーをパ ソコンにセ ッ トす る事で、受験生が,電 話に より,合 格発表情報を聞 くこ とが
でぎるシステムで ある。使 用 してい るパ ソコンは,ス タン ドア ロンで運用 してお り、利用
者 が直接 ア クセスする ことがないため、セ キュ リテ ィ面では安全性 が高い。 学部へのデー
タの受 けtWL.は,フロッピーデ ィス クで行 っているが、更にセキ ュ リテ ィ強化 のためCD-
ROMの 利用 も検討 している。
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ホームペー ジによる合格発表は,1996年 度よ り開始 した。今年度特 に苦慮 したのは、
セ キュ リテ ィの問題であった。 当初 は、 ワー クステー ションのハー ドデ ィスク上に、デー
タを常駐 させ る方 式で公 表 していた。 しか しこの方法では、デー タ転送途 中のデー タの改
窟 、本物 に見せ かけた偽のホームペー ジの立ち上げな ど、 「ニセ」の合格者受験番号が表
示 され る可能性 が考え られた。1999年 度は この点を重視 して協議 した結果 、公開鍵暗
号 とい う技術を活用 したセキュ リテ ィ技術、SSL(SecureSocketLayer)1)を導入 した。た
だ し、 この方法ですべて安全 とい うわけではな く、対策 を考 えなければならない問題 点は
山積 している。 これか らもセ キュ リティ対策に頭を悩ます ことになるであろ う。
学費振込み用紙の印刷 は、1999年 度か ら新 しく開始 した。 あらか じめ振込用紙の枠
をプ レプ リン トした用紙 に、受験番号 ・氏名 ・金額 ・銀行 口座名等の印刷 を行 うシステム
である。従来 は、受験生側で全ての項 目を記入 していたが、受験生側 の記入部分が ほとん
ど無 くなった。 その結果、銀行側 でのデータ入力の際の間違いが前年度 に比べて9割 減 と
なった。 出納部門 での作業も大幅 に減少 したた め、学部は手続状況が素早く入 手で き、追
加合格 を考慮す る上でも有効であった。
合格証については、用紙の レイア ウ トを変更 した。従来は、受験生 に記入 させた住所シ
ール を発送時に使用 していた。 しか し1998年 度よ り、志願処理段階で入力 した住所デ
ー タか ら住所ラベル を印刷 し、合格証 の発送に使用 していた。1999年 度は合格証の中
に住所 を印刷 し、窓付 き封筒でそのまま送付できる形式に した。特別 奨学生、入学時貸費
生に採用された場 合には、合格証 にその 旨を印刷するよ うに設計を行 った。学 費振込用紙




3.2.1大 学 入試 セ ン ター受 験 教科 科 目
教科 配点 科目
国語 200点 国語1 国語1・ 肛
地理歴史 100点 世界史A 世界史B 日本史A 日本史B 地理A 地理B
公民 100点 現代社会 倫理 政治 ・経済
数学1 }00点 数学 ∫ 数学1・A
数学2 100点 数学 旺 数 学 旺 ・B 工業数理 簿記 情報関係基礎
理科1 100点 総合理科 物理IA 物理IB 生物IA 生物IB
理科2 100点 化学IA 化学IB 地学lA 地学IB
外国語 200点 英語 ドイツ語 フランス語 中国語
*1っ の教科か ら1科 目受験できる
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*国語 の科 目は、分野が近代以降の文章 と古典 とに分かれている。更に古典 は、古文 と漢
文に分かれてお り、それぞれ の得点 を請求で きる。








建築学科 国語1・ 皿の配点200点を100点に換算 100点
数学 数学1・A 100点
数学n・B 100点
理科 物理IB、 化学IB、 生物IB、 地学IBか ら1科 目
高得 点の科 目を利 用す る
100点










国語1、 国語1・n、 配点200点 を100点に換算 200点
数学1、 数学1・A、 数学 肛、数学 皿 ・B





外国語 英語 、 ドイ ツ語 、 フランス語 か ら1科 目
200点を100点に換算
100点
国語 国語1、 国語 匡・紅、配点200点 を100点に換算 loo点
選択科 目 世 界史B,日 本 史B、 地理B、 現代社会、倫理 、政治 ・経済 、
数 学1、 数学 亘・A、 数学 皿、数学 皿 ・B
Ioo点
3.2.3志 願 処理
志 願処 理 の流 れ は、 一般 入試 と同 一で あ る。
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志願者処理で作成 した志願者デー タを、指定された形式に編集す る。編集 したデータを、
ネ ッ トワー クを利用 して、大学入試セ ンターへ送 る。
大学入試センターよ り、ネ ッ トワー クを利用 して,暗 号化 され た個人別成績デー タを受
け取る。
暗号化 されたデー タを元に戻 し、チェックを行 う。
3.2.5判 定処理




一般入試 と同様 の処理 を行 う。'
3.3特 別入試 の処理手順
特別入試には、附属校推薦、指定校推薦、公募推薦、スポーツ推薦、帰国子女、社会人、
留学生の制度がある。 これ らは一般入試 と異な り、試験 ・判定 ・合格者決定などすべて学
部側が独 自の内容の処理を行っている。また試験の時期も様々であ り、志願者数は少ない。
これ らのことか ら、特別入試は分散処理 に適 した処理であると判断 し、パ ソコンによる特
別入試システムの構築を、2段 階に分けて実施することにした。第一段階 として、199
9年度はデー タ入力支援 システムの開発を開始 した。 これは、学部事務室でパ ソコンを用
いて、特別入試の志願者デL-一ター入力を行 うためのシステムである。2000年 度入試では




志願処理 の流れは一般入 試 ・セン ター 入試 と同一であ る。
3.3.2合 格発表処理
判定処理は各学部で行い、合格決定 した後で合格者データを指定用紙で受取 り、合格者
名簿 ・合格証 ・学費振 り込み用紙の印刷のみを行 っている。その後、一般入試、センター
入試 と同様に、学費システム、学籍システムヘデー タを渡す。
3.3:5デ ータ入力支援 システム
従来特別入試の志願者デー タは、入試事務室で志願票を一括 して取 りまとめ、入力を外
部委託 していた。 しか し、少量のデータを外部委託する手間の煩わ しさや 、一括入力以前


























データ入力部分は、一人分のデー タをメニュー画面か ら入力す る方式である。 高校 コー
ド入力により、漢字高校名はデータベースか ら取 り込む。住所データは、郵便番号を入力
す ることによ り、郵便番号 と住所のCD-ROMを 利用 して行っている。必要な らば、高校
住所 ラベルの印刷 も可能で ある。 汎用機 では漢字デー タの扱いが難 しかったが、パ ソコン
入力にす るこ とによ り解決 された。パ ソコンと汎用機間のイ ンターフェー スも開発 したた
め、汎用機上での作業が効率化 された。
第二段階では、学部独 自の必要な項 目も取 り入れ るメニ ューを組み込む予定である。デ
ー タ出力部分は、共通部分 と学部独 自部分に分けて運用 を行 う。,共通部分 のシろテムは
主にVisualBasicを用いてシステム開発中である。プ ログ7ム は、2000年 度め利用
を 目標に学部に配布す る予定である。合格証 と振込み用紙は、汎用機 の用紙 を利用 し、学
部事務室のパ ソコン用プ リンタで印刷する。更に学部は独 自部分を入力後 、EXCEL等
のアプ リケー ションを用 い、必要なデー タを必要な時点で利用できる事を 目指す。






ざ朱 ∵「 ≡ ・'腐刑
'「 二一　 』二一.
4.現 システムに対する評価 と次期システムに関す る展望
汎用機 を中心 とした現 システ ムについての利点 を以下に挙げる。
・汎用機 システムのOSが 安定 してお り、バー ジョンアップのたびに、プ ログラムを書き
換えた りす る必要がないこと
・システムの保守 は業者が行 うため、保守 ・管理が簡単であること
・一台の計算機 を利用 してい るため、ネ ッ トワー クや回線 を切ることで、スタン ドアロー
ン とな りセキュリティを保つことが可能であること
・高速プ リンタを使用 しているため、帳票印刷 が短時間で可能 であること
・集 中処理を行っているため、過密なスケジュールにも集 ヰ的に対応す ることができること
・バ ッチ処理ができるため、多重の処理を正確に行 うことができる
・内部開発のため、細かい要求にも対応 でき、しかも緊急時の対応が可能である
しか し、は じめに述べた様 に、入試 を取 り巻 く状況が変化 してきたことに より、現シス
テ ムについての不都合な面も表面化 した。 た とえば、以下の点が挙げ られ る。
・汎用機 を使える人が限られて きたために、システムの維持管理が困難 になってきている
・対話型 のシステムが作 りにくいため、操作性がよくない
・作業場所が限 られ る事で不便を感 じる場合 もある'
・内部開発のため、細かい要求にも対応 してきてお り、標 準化が遅れた
・電算処理部門で集 中処理を行っているため、学部側 で処理の流れや内容 が分 りに くい
㍍何 よりもメーカー が、汎用機に対 してのサポー トをいつまで行 うかが、大きな問題であ
64
る。




提で、学部、教務部門、電算部門が協力 して行 ってきた。 しか し現在、状況が変化 しつつあ
る中で、全て担 当SEに よる内部開発 、内部処理が難 しくなってきている。しか し電算部門
にSEが 多数いるため、内部開発の方向で検討す る余地 も十分ある。
セキュリティ面を考える場合には、機器構成、集中 ・分散といった処理方法も同時に検
討 しなくてはならない。た とえば分散処理 を学部側で行 う場合、利用機器環境設定、設置場
所、バ ックア ップ方法、デー タの保管、処理担当者の限定等様々な問題がある。汎用機 で処
理 を行ってきた経験を最大限に生か して、機密性 と正確性を重視 した方法を検討 して行かな
ければならない。
開発方式やセキュリテ ィ問題 を検討 して行 くと同時に、 どのような機器構成が必要か、
処理方法があるかなども検討 しな くてはな らない。ここで、現在の入試処理 を、機密性、正
確性、共通性の面か ら、次の4つ に分類する。
第1の 処理は、標準化 されている処理である。これは、外部委託 とする事が可能である。
たとえば志願処理や、統計処理はその他の処理に比べて機密性は低 くなる。この部分を外部
委託することによ り、電算処理部門では、それ以外の開発 ・準備・処理に時間を割 くことが可




行 う。パ ソコンを利用す るならば、スタン ドアロンとす る。ネ ッ トワー クは利用 しない。シ
ステムは標準化 し、内部開発を行い、緊急の要請にも対応 できるものとする。特別入試の共
通部分や、センター入試等の標準化 されている処理 も、この範疇に入れる。
第3の 処理は、学部独 自の資料作成等、個人情報が入ったデー タに関する処理である。
これは、苦学部分で分散処理を行 う。パ ソコンを利用す るならばスタン ドアロンとする。ネ
ッ トワークは利用 しない。開発、処理 は各学部で行 う。
第4の 処理は、個人情報を省 いた統計的なデータの、データベース化である。 これは、




順で行 う予定である。これは、取 り扱 うデータ量が少ない順である。当分は汎用機 と並行処
理を行 うことで、より安全性の高いシステムを目指す。電算処理部門での開発は内部のSE
もしくは担当者が納得できる人材を外部から確保 し、共同で開発するものとする。いずれに









リットを、新しいシステムづくりに生かす と同時に、取り入れるべき新 しい技術は取 り入
れ、明治大学独自のシステムを作成するのが、我々SEの 役 目と考える。
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